
 

 

 

 

2024 年 4 月 12 日 

関電不動産開発株式会社 

 

【イベントレポート】 

住まいで幸せをデザインする「CIELIA」がお届けする 

“知性と感性”を刺激するライフスタイルイベント 

「LIFE DESIGN DAY vol.2」開催！ 

 

関電不動産開発株式会社（本社：大阪市、社長：藤野研一）は 3 月 23 日（土）、「自分が満足できる心地

よい暮らし」を提案する分譲住宅ブランド「シエリア」のフィロソフィーを体感していただけるイベント

「LIFE DESIGN DAY vol.2」をシエリアサロン大阪梅田ライフデザインミュージアムにて開催しました。 

  

シエリアサロン大阪梅田ライフデザインミュージアムは、分譲マンション「シエリア」の販売拠点である

と同時に、シエリアの世界観を表現する体験型のマンションサロン。当イベントは同社分譲物件のオーナー

様限定でご招待しており、今回は２回目の開催となりました。 



 

 

 

■「LIFE DESIGN DAY vol.2」 実施概要 

日時：2024 年 3 月 23 日（土）11：30～16：00 

会場：シエリアサロン大阪梅田ライフデザインミュージアム１F 

出演：第一部・第二部インテリアスタイリスト 石井佳苗氏 ／ 第三部 クラフトメイド協会 

ご参加： シエリアオーナー様 延べ 22 名 

プログラム：第一部 トークショー 

第二部 Ｑ&A 企画 

 第三部 ワークショップ 

 

■イベント開催レポート 

 

イベントは三部構成となっており、一部・二部はインテリアスタイリストの石井佳苗氏による「トークシ

ョー」と来場者のインテリアの悩みを解決する「Q&A コーナー」、三部はサステナブル素材で箸＆箸置きを

つくる「ワークショップ」。自分らしい豊かな暮らしを叶えるために必要な知性と感性を刺激する時間を提供

しました。 

 

第一部・第二部 

MC よりイベント開催のご挨拶ののち、ご登壇いただいたのはインテ

リアスタイリストの石井佳苗氏。石井氏はインテリアにとどまらず暮

らしまわりのスタイリングや提案を行っており、雑誌、広告、住宅メ

ーカーのモデルルームやカタログのスタイリングの他、ショップディ

スプレイの講師、インテリアアイテムをセレクトしたポップアップシ

ョップの開催などのライフスタイル提案を中心に、多岐に渡って活躍

されています。 

今回は住まいづくりにおいて「暮らしの構成要素を自分軸で選ぶこ

と」を大切にされている石井氏から、『「自分にとって心地の良い暮ら

し」の見つけ方』をテーマにお話を伺いました。 

 

 

 

 

 

石井佳苗 インテリアスタイリスト 

東京都出身。インテリアメーカーに 10 年間勤務後、独立。雑誌、広

告、CM カタログ等、幅広い分野でインテリアやライフタイルを提案。

その他ショップディスプレイ、モデルハウスのスタイリング、商品開

発等も手掛け、NHK『趣味どきっ！』（2017 年）で講師をつとめる等、

従来のインテリアスタイリストの枠を超えて活躍。近著の『Heima 住

まいの感覚を磨く９つのキーワード』（扶桑社）では、自分軸で住まい

をつくる楽しさを伝えている。  



 

 

 

＜トークショー＞ 

トークショーでは、「住まい選びのポイント」「インテリアの選び方・使い方」「照明の選び方」の３つにつ

いてお話していただきました。 

住まい選びにおいて石井氏が大切にしているのは「窓から緑が見えること」と「周辺の環境」。家の中は自

分で自由にアレンジできても外の環境は変えられないため、住まいを選ぶ際はこの２つを大切にして選んで

いるそうです。また景色が良くない家に住まわれた際はベランダの植栽をプロにお願いし、目から鱗なアイ

デアを提案してもらえたとのことで、プロにお願いするという知恵も教えていただきました。 

次に伺ったインテリア選びにおいてのコツは「引越し時に買い揃えようとしないこと」。実際に暮らしてみ

て分かることも多いため引越しを機に家具を一新することはせず、新居でも今まで使っていた家具を使って

新しい部屋と家具とのバランスを見ながら家具を新調していくことで、時間をかけて居心地の良い住まいを

つくっていくのだそうです。そして SNS などの情報に流されることなく「自分起点の好きに基づいて家具を

選ぶこと」、そして選んだ家具の年代やテイストが異なっても模様替えを繰り返しながら「しっくりくる配

置・バランスを探すこと」で居心地が良く、自分らしい住まいをつくれるといった石井氏らしいお話を伺え

ました。また日用品を気持ちよく収納することも住まいづくりにおける大切なコツで、収納用のケースを新

たに買ってくるのではなく家に眠っているお気に入りの箱や作家物の器、ピッチャーなどに文房具などの日

用品を収納することで「見せる収納」が叶えられるといったアイデアも伝授していただきました。 

3 つ目のテーマは照明を選ぶ際のポイント。石井氏は「素材」と「光の漏れ方」を重要視して照明を選ん

でいるとのことで、この 2 点を注意しながら天井照明の配置や数に合わせて照明を追加することで夜ならで

はの陰影を演出できるのだそうです。 

トークショーの後は、来場者たちのインテリアに関するお悩みを解決するＱ＆Ａコーナーへ。 

来場された皆様から寄せられたインテリアや暮らしにまつわる困りごとを、石井氏のアイデアやアドバイス

で解決していただきました。 

 

＜Q&A＞ 

質問１：こどもの荷物が多く、良い収納方法はありますか？ 

この質問に対して石井氏の回答は「見栄えの良い素敵な入れ物に収納すること」。収納＝片づけではなく、収

納もインテリアの一部として考え、自分が見ていて心地良いものに子どものおもちゃや荷物を入れることで

部屋の雰囲気を損なうことなく収納できるとのことでした。 

 

質問２：リビングにおけるインテリアの配置やバランスで気を付けることは？ 



 

 

 

こちらについて石井氏の回答は「どの場所を充実させるかを考えること」がまずは重要とのこと。リビング

やダイニングなど長く過ごす住空間を見極め、その場所を充実させることが全体のバランスをとる上で大切

になるそうです。また四角い空間に平行に家具を並べていくのではなく、角度をつけて置くなどリズムをつ

けることで空気の流れをつくることができる、といったテクニックも教えていただきました。 

 そして石井氏から会場の皆様へ「インテリアづくりに完成はなく、自分の成長やライフスタイルの変化等

を受け入れながら、住まいづくりを楽しみ続けて住まいを愛して欲しい。」という温かなメッセージをいただ

き、イベントの最後には今回お伺いした内容が詰まった石井氏の近著『Heima 住まいの感覚を磨く９つのキ

ーワード。』をご来場いただいた皆様にサイン入りでプレゼントいたしました。 

 

第三部 

＜サステナブル素材で箸＆箸置きをつくるワークショップ＞ 

イベント後半には、海に捨てられた「シーガラス」と「シー陶器」を使って箸置きを、東京の「間伐材」を

使って木の箸をつくるワークショップイベントを開催しました。 

 

ご参加いただいた皆様からは「インテリアのプロのお話が聞けて良かった！」「インテリアで困っていたこと

が解決できるかも？と思えるお話が聞けた。」「オリジナリティ溢れるものをつくることができた。」など、イ

ベントを楽しんでいただけた様子がうかがえる声を多数いただきました。 

 

本イベントは、暮らしにまつわる様々なゲストや専門家をお招きし、CIELIA の世界観を体感いただけるイベ

ントとして、今後も継続的に実施する予定です。 


